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分かる！ 伸びる！ やる気がでる！
個を伸ばす中学校理科指導のポイント

■主 題 「中学校理科第１分野における

個を伸ばす指導の工夫」

―ステップアップシートの活用と補充的・

発展的な学習、少人数指導を取り入れて―

■特別研修員 栗原 秀夫（沼田市立白沢中学校）

楡井 正弥（桐生市立東中学校）

■研究の概要 中学校理科において、生徒の学習到達度を見取るための評価の指標を取

り入れたステップアップシートを作成・活用した。そして、学習到達度に

応じて、少人数指導や補充的・発展的な学習を取り入れた。その結果、少

人数指導では、細かな支援により無理なく学習内容の理解ができ、補充的

な学習では、基礎・基本の定着が図られ、発展的な学習では理解がさらに

深まった。

■キーワード 【理科－中 ポートフォリオ評価 指導と評価の一体化 補充・発展】

各学校で実施されるＮＲＴ検査やＣＲＴ

検査の結果などを分析すると、中学校理科

第１分野には習熟度に差がつきやすい学習

内容が多いことが分かる。したがって、単

元のまとめにおいて補充的・発展的な学習

を計画し実施することは、生徒に基礎・基

本を定着させたり、学習内容をさらに深め

させたりするうえで有効である。また、そ

れらを適切に行うためには、毎日の授業の

中で生徒が学習目標に到達しているかどう

かを見取り、つまずきがあればその場でそ

のつまずきを解消していくという、指導と

評価の一体化が求められる。

ところで、山梨大学の堀教授が、単元の

学習履歴を１枚のポートフォリオに表す先

行研究を行っており、それを基にした学習

履歴シートが、小学校理科において提案さ

れている（平成15年群馬県総合教育センタ

ー）。この学習履歴シートを利用すると、

児童と教師が単元の学習の評価を共有でき

たり、学習のまとめにおいて実施する補充

Ⅰ 個を伸ばすために
的・発展的な学習を、児童が適切に選択す

るための自己評価能力を高めたりすること

が検証されている。

そこで、上記の学習履歴シートを中学校

でも活用できるように、ステップアップシ

ートとして改良した。そして、これを活用

することで、生徒の自己評価能力を高め、

適切な補充・発展的な学習、少人数指導の

コース選択が行われ、補充的・発展的な学

習、少人数指導の効果を高められると考え

た。また、生徒と教師が学習過程において

学習到達度を共有することができ、そのこ

とは生徒のつまずきの早期発見にもつなが

り、指導と評価の一体化が図れると考えた。

個を伸ばす指導を効果的に展開するための

方法を提案する。

一つの単元を学習のまとまりとして考

え、ステップアップシートで見取った結果

や、授業中の観察などを参考にして、必要

に応じて単元ごとに補充的・発展的な学

習、少人数指導を行う。

Ⅱ 個を伸ばすための指導
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先行研究の学習履歴シートを基にして、

生徒の学習目標に対する到達度を客観的に

評価するための指標を明らかにし、生徒が

短時間で記入したり、教師が見取ったりで

きるものとして、ステップアップシートを

作成した。具体的な改善点を以下に示す（図

１）。なお、第１分野全単元において作成

した。

(1) 客観的に評価するための工夫

○観点別の評価規準に基づき、客観的に評

価を行うための指標を作った。さらに指

標は、教師は生徒や学級全体の学習到達

度を、また生徒は自分の到達度をそれぞ

れ把握しやすくするために点数化した。

○生徒用ステップアップシートには、評価

の指標を示し、教師用には、その指標を

点数化するための基準を示した。

(2) 中学校で活用するための工夫と改良

○教師や生徒に負担にならないように、短

時間で簡潔に記入でき、活用しやすいよ

うに、一単元でＡ４判の裏表１枚のシー

トとなるよう作成した。

○単元のはじめと終わりに同じ質問を用意

し、生徒と教師が単元の学習到達度を把

握できるようにした。

○単元の指導計画の中に、ステップアップ

シートを位置付けることにより、計画的

に評価活動を行えるようにした。

毎時間、本時の学習を振り返らせ、ステ

ップアップシートに記入させる。その記述

内容を、評価の指標に基づいて点数化し、

生徒の学習到達度を把握する。おおむね満

足している生徒には、ほめことば等を記入

し、さらに意欲を喚起する。また、達して

いない生徒には、つまずいている点を指摘

し、その改善のためのアドバイスを記入し、

１ ステップアップシートの作成

２ ステップアップシートの活用

学習への関心をもたせる。これを繰り返し

行い、双方向のやりとりをするために活用

する。

また、ステップアップシートによる見取

りだけでなく、授業中の観察、学習プリン

ト等で生徒の学習到達度を見取ることも併

用する。

教師は、学習到達度を把握し、それに応

じて、次の(1)、 (2)に示すような適切な手

だてを講じる。

(1) 到達度にばらつきがある場合

評価の指標による点数が、学級内でばら

ついた場合、個々の生徒の学習到達度に合

わせた手だてが必要になるので、この場合

には、補充的・発展的な学習を取り入れる。

ステップアップシートを活用し、授業実

践した結果、以下の単元で補充的・発展的

な学習が必要となった。

１年 身のまわりの現象（実践例１参照）

「光の世界」

２年 電流

「電流の流れ」「電流のはたらき」

３年 運動と力（実践例２参照）

「物体の運動」「運動と力」

(2) 全体の到達度が思わしくない場合

評価の指標による点数が学級全体として

思わしくない場合、全体に補充的な学習が

必要になるので、この場合には、少人数指

導を取り入れる。そして、少人数で同一内

容を履修させることをとおして、個に応じ

たきめ細かな手だてを講じ、基礎・基本の

定着を図る。

ステップアップシートを活用し、授業実

践した結果、以下の単元で少人数指導が必

要となった。

３年 運動と力（実践例２参照）

「物体の運動」

（同じ単元で少人数指導も行った）

「エネルギー」
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ステップアップシートステップアップシート

単元名 『運動と力』 ３年 組 番氏名

学習のはじめに
ボールをバットで打ったら、センターフライでした。ボールは、どのように飛んでいきましたか。
絵をかいて説明しよう。また、ボールの速さと向きは、どのように変わりますか。

中３の生徒が、１００ｍを１２．５秒で走りました。
速さを求めましょう。

だるまおとし（昔のおもちゃ）のだるまは、どうして真下に落ちるのでしょうか。

電車が急ブレーキをかけました。乗っている人は、どのようになりますか。また、それはなぜで

すか。

記録日 月 日（ ）「わかった」「気づいた」こと ワークシート№
○知①物体の運動を調べるためには、どんな変化を調べることが必要ですか。

２点：速さと向きの変化

１点：速さの変化または、向きの変化

記録日 月 日（ ）「わかった」「気づいた」こと ワークシート№
○技記録タイマーの使い方
①５打点分は、何秒にあたりますか？

②打点の間隔が広くなるときの速さの変化は？
③打点の間隔が狭くなるときの速さの変化は？
・あなたは、＜スワロウコース＞と＜ホークスコース＞のどちらで学習しますか？

スワロウコース ホークスコース
各１点 ①０．１秒 ②だんだんはやくなる ③だんだん遅くなる

略

学習を終えて「わかった」「気づいた」ことを書きましょう。（絵をかいてもかまいません）
ボールをバットで打ったら、センターフライでした。ボールは、どのように飛んでいきましたか。
絵をかいて説明しよう。また、ボールの速さと向きは、どのように変わりますか。

中３の生徒が、１００ｍを１２．５秒で走りました。速さを求めましょう。

だるまおとし（昔のおもちゃ）のだるまは、どうして真下に落ちるのでしょうか。

学習をふり返って 『ゴールからスタートをふり返り、思ったことを書きましょう。』

図１ 教師用ステップアップシート作成例

学習前の生徒の知識

客観的に評価するための指標です。観点別評価規準から質問を作成し、その

解答例から点数化します。学習到達度を把握するための点数を表記します。

生徒の学習到達度に応じた、アドバイスを記入します。

（つまずきの指摘や、その改善のためのアドバイスなど）

学習到達度を把握するために単元の学習後に実施します。

学習前と同じ質問をし、変容を見ます。

自己評価能力を高めるため、単元全体を振り返らせます。

生徒が自分自身の到達度を判断し、補充的な学習、発展的な学

習の選択をします。（少人数指導では、クラスの選択）



－4－

１ 実践例１ １年『身のまわりの現象』

(1) 単元の目標、単元の評価規準は省略（資料編参照）

(2) 指導と評価の経過

次 時 学習活動 主な評価規準 ステップアップシート

第 １ ・鏡やレンズを使ったときの 関心・意欲・態度① ①物体の見え方

１ 見え方を調べた。 知識・理解①

次

略

第 ６ ・凸レンズを使って実像や虚 関心・意欲・態度③ ④凸レンズからの物体の距離

４ 像を作る実験を行い、結果 技能・表現② とでできる像の位置

次 をまとめた。 知識・理解②

略

補 ８

充 ・

・ ９ 補充的な学習 発展的な学習 補充的な学習と発

発 ・凸レンズを用いて簡易カメラ ・ピンホールカメラを製作す 展的な学習の選択

展 を製作することを通して、物 ることを通して、ピンホー

体の位置と実像までの距離の ルのしくみを知り、目のは

関係の理解を深める。 たらきについても理解を深

（知識・理解②） める。

（関心・意欲・態度○発）

①物体の見え方

知識理解①を見取るため

の評価です。

④凸レンズからの物体の距離とでできる像の位置

この評価で補充的・発展的な学習の必要性を見取ります。

Ⅲ 個を伸ばす授業実践例

指標の点数化

４点満点のうち３点得点しています。

(3) 補充的な学習と発展的な学習の位置

付け

＜補充的な学習＞

物体からレンズまでの距離とレンズか

ら実像までの距離との関係、そのときの

実像の大きさとの関係を把握できない生
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徒がいるので、凸レンズを用いた単眼カ

メラを製作し、いろいろな距離にある物

体をスクリーンに映す実験を行うことで

理解を促し、定着を図る。

＜発展的な学習＞

凸レンズによってできる像について理

解が十分な生徒に対してピンホールカメ

ラを製作し、それを使ってできる像の観

察を通して、目のしくみまで考察し、２

年生の目のつくりの学習につなげる。

(4) 展開は省略（資料編参照）

(5) 成果と課題

ア 補充的・発展的な学習の適切な設定

ステップアップシートの第４次で、物

体から凸レンズまでの距離と凸レンズか

らスクリーンまでの距離との関係と実像

の大きさとの関連についてよくわかって

いない生徒と分かった生徒にばらつきが

あることをを見取ったので、補充的・発

展的な学習の時間の設定の必要性が明確

になった。

イ 補充的・発展的な学習への生徒によ

る適切な選択

表１は、「光」の第４次の学習時にお

けるステップアップシートの得点と補充

的・発展的な学習コースのそれぞれに進

んだ生徒との関係を示したものである。

この評価では、満点を十分満足できる状

況、１点以下を達成していない状況とし、

生徒に補充的・発展的な学習を選択させ

た。その結果、ステップアップシートの

得点の高い生徒が発展コースを、得点の

低い生徒が補充的な学習を選択し、適切

な選択が行われた。

しかし、得点の低い生徒が発展コース

を選択していたので、授業後に補充的な

指導を行った。

表１ ステップアップシートの得点と補充

的・発展的な学習の選択数との関係

ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ 補充的な 発展的な

ｼｰﾄ(得点) 学習（人）学習（人）

4(満点) 1 9

3 2 6

2 6 2

1 6 0

0 1 0

合計 16 17

ウ 補充的・発展的な学習の効果

補充的な学習を選んだ生徒は、凸レン

ズから物体までの距離と凸レンズからス

クリーンまでの距離との関係を改めて確

認できたり、実験が楽しかったなど、知

識・理解の定着が図れ、興味・関心を伸

ばすことができた。また、「最初、ピン

ト合わせるのが難しかったけど、合わせ

るやり方が分かって見るのが楽しくなっ

た」など、技能・表現面でも力を伸ばせ

た生徒がいた。

また、図２に示すように、発展的な学

習を選んだ生徒は、新たな発見をするな

ど、知的好奇心を高めたり、科学的な思

考力を伸ばしたりすることができた。

さらに、図３に示すように、単元の学

習前と、学習後の記述の比較を見ると、

光の反射の仕方、凸レンズを使った身近

な道具、物体が見える理由において、光

の学習を通して生徒の考え方が深まって

いったことがわかる。

図２ 学習プリントへの生徒の記述例

知識の定着が図られています。

新たな発見がありました。
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図３ ステップアップシートシートへの生徒の記述例

学習前の記述

光の学習を始める時に生徒が書いたものです。

既有の知識で書いています。

学習後の記述

光の学習が終わった後に生徒が書いたものです。

知識や考え方が深まっています。

エ 課題

発展的な学習を選んだ生徒の中に、「難

しかった」、「よくわからなかった」な

どと感想を書いている生徒が３名いたの

で、選択の仕方を生徒にさらによく説明

していく必要があり、このような生徒に

対してはさらに個別に指導していく必要

がある。

２ 実践例２ ３年『運動と力』

(1) 単元の目標、単元の評価規準は省略（資料編参照）

(2) 指導と評価の経過

次 時 学習活動 主な評価規準 ステップアップシート

第 １ ・身のまわりに見られる物体の運 関心・意欲・態度① ①学習のはじめに

１ 動のようすについて話し合い、 技能・表現① ②速さと向き

次 観察する視点や、観察・記録方

法を身につけることができた。

・物体の動く速さや動く向きにつ

いて話し合った。

・身のまわりの物体の運動を、同

じような運動のようすごとにグ

ループ分けをし、発表した。

略

個 ５ 少人数指導Ａ（上位層） 関心・意欲・態度② 習熟度別への選択

に 少人数指導Ｂ（下位層） 技能・表現②

応 ・斜面を下る物体の速さと力と

じ の関係について、結果をグラ

た フになどにまとめた。

指

導 ６ ・実験結果などを参考にして、斜面の角度と台車にはた

らく力の大きさ、台車の速さの変化との関係について、

考察した。
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略

補 10 補充的な学習 発展的な学習 補充的な学習と発

充 ・斜面を下る運動と斜面を上 ・ホバークラフトを製作しそ 展的な学習の選択

・ る運動について記録タイマ の運動をVTRに録画して、速

発 ーを用いて調べる。運動す さを求めることを通して、

展 る物体の速さの変化とはた 等速直線運動の理解を深め

らく力の関係について理解 る。

を補充する。 （関心・意欲・態度○発 ）

（知識・理解①）

ステップアップシートから、学習の見取りと点数から判断させる

補充的な学習（スワローズコース）と発展的な学習（ホークスコース）

について自己選択をします。

(3) 補充的な学習と発展的な学習、少人

数指導の位置付け

＜補充的な学習＞

斜面を下る運動と斜面を上がる運動に

ついて、記録タイマーを用いた実験を行

い、記録されたテープから速さを求め、

運動する物体の速さと力の関係について

理解の定着を図る。

＜発展的な学習＞

ＣＤ－Ｒとゴム風船を用いた、ホバー

クラフトを製作する。その運動から速さ

を求めることを通して、等速直線運動に

ついて理解を深める。

＜少人数指導＞

記録タイマーのしくみや、記録された

結果が示す意味を理解できず、グラフ化

ができない生徒がいる。斜面を下る運動

と力の関係を調べる実験を習熟度別に再

度授業を行い、基礎・基本の定着を図る。

(4) 展開は省略（資料編参照）

(5) 成果と課題

ア 少人数指導、補充的・発展的な学習

の適切な設定

ステップアップシートの第４次で、全

体の学習到達度が思わしくないことが見

取れたことから、基礎・基本の定着を図

るため、少人数指導を取り入れ、個に応

じたきめ細かな指導を行う必要性が明確

になった。

また、ステップアップシートの第８次
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が終了した段階で、単元をとおして学習

到達度にばらつきが見取れたため、補充

的・発展的な学習の時間の設定の必要性

が明確になった。

イ 少人数指導、補充的・発展的な学習

への生徒による適切な選択

表２は、ステップアップシートの得点

と少人数指導の選択数の関係を示してい

る。ステップアップシートの得点が６点

以下の場合、おおむね満足できる状況に

学習到達度が達していないと判断し、58

人の生徒がいたため、少人数指導を設定

した。

生徒は、自己の学習到達度を把握し、

適切に選択できた。これは、自己評価能

力が高まった結果と考えられる。

表３は、ステップアップシートの得点

と補充的・発展的な学習の選択数の関係

を示している。ステップアップシートの

得点が12点以下の場合、おおむね満足で

きる状況に学習到達度が達していないと

判断し、得点にばらつきがあったため、

補充的・発展的な学習を設定し、生徒に

選択させた。

ほとんどの生徒は適正な選択ができた

が、補充的な学習を選択した中に、得点

の高い生徒がいた。その選択理由を聞い

たところ、「不安で、もう少し勉強して

確かめたい。自信がない。」という意見

が多かった。３年生ということで、受験

を意識してより確かな学力を身に付けた

いと考えての選択であった。

表２ ステップアップシートの得点と少人

数指導の選択数の関係

ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ 習熟度別 習熟度別

ｼｰﾄ(得点) 下位(人) 上位(人)

8(満点) 0 5

7 0 13

6 25 14

5 6 2

4 6 2

3以下 2 1

合計 39 37

表３ ステップアップシートの得点と補充

的・発展的な学習の選択数の関係

ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ 補充的な 発展的な

ｼｰﾄ(得点) 学習(人) 学習(人)

17(満点) 5 10

16 12 10

15 9 1

14 8 0

13 7 2

12以下 12 0

合計 53 23

ウ 少人数指導、補充的・発展的な学習

の効果

(ｱ) 生徒の記述から

図４に示すように、補充的な学習プリ

ントには、以下のような感想が書かれて

いた。

「分かりやすい。分からなかったところ

が理解できてよかった。」「分けてやっ

たのはすごくよい。」と30名が感想に書

いた。生徒の理解し難い内容にポイント

を当て、実験を工夫し細かな手だてをと

ったことで、理解することができたと考

える。さらに、生徒の学習意欲が増し

次時への喚起をすることができた。しか

し「難しかった。」と３名の感想があり、

個別に補足を行った。

また、図５に示すように、ステップア

ップシートの「学習を振り返って」の記

述には、以下のように書かれていた。

さらに、図６に示すように、発展的な

学習プリントからは、「等速直線運動に

ついてよく分かった。楽しかった。」と

23名が感想に書いた。実際に運動してい

る物体を観察することをとおして、理解

を深めることができたと考える。

・なんかもやもやした気持ちがスッキ

リした感じだった。こういう形で授

業を行ったら、頭に入って、分かり

やすかった。

・斜面を上がる時に逆の力がはたらい

ているなんて、はじめて知ってびっ

くりした。分かれてやったほうが集

中できる。分らない時でもだんだん

と分かるようになってきた。

図４ 生徒の記述例（補充的な学習の感想）
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図５ ステップアップシートの「学習を振り返って」の記述例

「理解」につながり、意欲が感じられます。

少人数指導にや補充的な学習によって、「理解」につながりました。

・ホバークラフトがすごく楽しかった

家でも作ってみたい。

・実験をやった方が理解しやすいと思

った。これからも実験いっぱいやり

たいです。

図６ 生徒の記述例（発展的な学習の感想）

(ｲ) 評価テストから

斜面を下る運動の問題の正答率は、以

下のような結果であった。

斜面を下る速さについて：98％

斜面方向の力について：73％

平均の速さを求める：50％

速さと記録テープ間隔の関係：91％

角度と斜面方向の力の関係：95％

斜面を下る運動については、平均の速

さを求める問題以外は理解され、知識の

定着は図れたと考える。

平均の速さを求める問題の正答率が低

かった。速さを求める計算問題を繰り返

し行うなど、ねらいを絞った授業を展開

すれば、正答率の向上につながったと考

える。

エ 課題

発展的な学習を選択したが、ステップ

アップシートの得点が低い生徒が１名い

た。適切な選択ができず、「やっぱり、

補充的な学習をすればよかった」と感想

に記したので、授業後、個別に学習指導

を行い、基礎・基本の定着を図った。

このような生徒に対し、適切な選択が

できるようステップアップシートの得点

の意味や、選択の方法について、説明す

る必要がある。

○ステップアップシートの中に評価規準に

基づき、客観的に評価を行うための指標

を位置づけ、評価に使ったことで、生徒

にとって自分の学習到達度がつかみやす

くなり、教師にとっても見取りの一つの

資料として役立てることができた。

○ステップアップシートに現れる生徒の得

点をもとに、少人数指導、補充的・発展

的な学習の必要性を見取り、これらを設

定した。さらに、生徒に自己の学習到達

度を把握させたうえで、自主的に選択さ

せたことで、生徒の学習意欲を高め、基

礎・基本の定着を図ることができた。

○補充的・発展的な学習の内容によって

は、到達度を正しく把握していても、生

徒は、興味・関心で選択することがある。

したがって、興味・関心だけで選択しな

いように、学習内容の吟味をしておく

必要がある。

ポイント１

「ステップアップシート」を使い、

生徒の学習到達度をしっかり見

取りましょう

２ 課 題

Ⅴ 個を伸ばす指導のポイント

１ 成 果

Ⅳ 研究の成果と課題
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生徒の学習状況を知るには、ステップア

ップシートは役に立つアイテムです。使っ

てみると一人一人の到達度が見えてきま

す。その生徒の学習状況から、次に教師（指

導者）が、「どのような手立てを行えばよ

いか」といった、ヒントを見つけることが

できます。

客観的な評価のための指標として学習状

況を点数化することは、正確に自己を評価

することにつながり、生徒（学習者）は到

達度を知ることができます。このような学

習を続けていくことで、自己評価能力を高

めることにつながります。

また、生徒自身の到達度に合わせ、補充

的な学習や発展的な学習を選択したり、少

人数指導におけるクラスを選択する資料と

なります。おおむね自己選択は適正なもの

となります。適正な選択ができない場合に

は、個々に相談しながら柔軟に対応してい

きましょう。

生徒を見取ってきた結果、その到達度に

差が生じた場合、到達度の差に応じた手だ

てが必要になります。到達度の差を効果的

に補うには、補充的な学習、発展的な学習

を行うことが有効です。

補充的な学習では、「評価規準に到達さ

せるため」、発展的な学習では、「さらに

理解を深めるため」という位置づけを明確

にし、それぞれの「ねらい」を設定し、支

援を行いましょう。

補充的な学習、発展的な学習に取り組み、

到達度別に支援を行うことは、個を伸ばす

ことにつながり、効果的に到達度の差をな

ポイント２

「ステップアップシート」を使い、

生徒の自己評価能力を高めまし

ょう

ポイント３

「ステップアップシート」の結果、

生徒の学習到達度に差が生じた

ときは、積極的に補充的・発展

的な学習を取り入れましょう

くすことができます。

生徒の到達度が思わしくない場合、その

手だてとして、個に応じた細かな支援を行

うことが必要になります。全体の到達度を

高めるため、可能な限り少人数指導を行う

ことが有効です。

少人数指導では、生徒の学習状況からつ

まずきを分析し、手だての「ねらい」を明

確にすることが大切です。その結果、「ね

らい」を効果的に達成させるため、生徒を

少人数に分け、支援を行いましょう。

「ねらい」ごとに少人数で学習を行うこ

とは、きめ細かな指導につながり、到達度

を効果的に向上させることができます。
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